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新 Britannica Online Academic Edition 
～ 生まれ変わった Britannica Online Academic Edition の魅力 Part Ⅰ ～ 

ブリタニカ･ジャパン株式会社 
 
ブリタニカ・オンライン・ジャパンは、日本語の『ブリタニカ国際大百科事典』と英語の

Encyclopædia Britannica® をベースとした知のポータルサイト。日本はもとより、世界が

認める各分野の一線級の執筆陣があなたの疑問解決、調査、学習をサポートします。 
 
◆リニューアルにあたって 

ブリタニカ・オンライン・ジャパンは、標準仕様で日本語と英語

の百科事典オンラインサービスを提供しています。英語の百科

事典オンラインサービス Britannica Online Academic Edition 
（BOL）は、ブリタニカ本社のあるアメリカでは約半数の大学に導

入されています（2011 年 1 月現在）。 
これまでも BOL は、ユーザーのみなさまの声を受け、機能の

改良や収録内容の充実をはかってきましたが、これまで以上に

強力で使いやすいサービスを目指して、昨年秋に大幅にリニュ

ーアルしました。今回のリニューアルにあたって、ブリタニカは以

下の 4 点の実現を目指しました。 
1. ほしい情報がより簡単に見つかるように 
2. ほしい情報がより手早く見つかるように 
3. 広範囲にわたる調査・研究をサポートできるように 
4. ユーザーの声をブリタニカの百科事典に生かせるように 
その結果、新 BOL では、「何が変わったのか？」「どのように便利になったのか？」 注目ポイントを 3 回にわたって

紹介します。 
 
◆BOL をもっと身近に 

今回のリニューアルで大きく変わったところのひとつは、トッ

プページのデザインです。何か調べたいことがあるときはもち

ろん、そうでなくても、みなさまの身近な情報源として BOL を

ご利用いただけるようにデザインしました。 
 

◎Topic Channels 
トップページの新コーナー「Topic Channels」（右図：トップ

ページの左上）は、ブリタニカ編集者が世界の潮流や時事問

題などを、ブリタニカのコンテンツと関連付けて紹介するコー

ナーです。「History & Science」や「Art & Entertainment」
などのテーマ別にまとめられています。2010 年のサッカーワ

ールドカップ開催期間には、開催国の南アフリカ共和国やワ

ールドカップといった旬のテーマを取り上げました。 

▼新 Britannica Online Academic Edition のトップページ
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◎Selected New & Revised Articles 
百科事典は時代の変化や科学の進歩とともに、つねに内容を更新しています。ブリタニカがどのような項目を改訂

したのかを確認できるのが、「Selected New & Revised Articles」コーナーです。ここでは、最近追加された項目や

改訂された項目の一部が紹介されているので、百科事典の改訂を通じて、さまざまな事物の動向を知ることができま

す。 
 
◆目的の情報へ確実にナビゲート 

これまでもご好評の、スペルミスを考慮した検索仕様はそのまま。それに加えて、より早く確実に目的の情報にたど

り着けるように、「オートコンプリート」や「検索結果のプレビュー」機能を盛り込みました。 
 

◎オートコンプリート機能が検索キーワード入力を手助け 

オートコンプリート機能の採用により、検索ボックスに入力

中の文字から該当記事を予測してリスト表示するようになり

ました。リスト内に目的の情報が見つかれば、キーワードを

最後まで入力する必要はありません。入力の手間を軽減で

きるだけでなく、より適切なキーワードで検索できるようにな

ります。 
例えば、右図の「shak」で検索した例をご覧ください。

William Shakespeare や Shaker といった「shak」を含む

項目名だけでなく、一見、関連がなさそうなBuddhaやNeil 
Young なども予測表示されています。これは、Buddha は釈迦 （Shakya）、Neil Young は彼の映画製作者としての

名前 Bernard Shakey から連想される項目であるためです。このように、ユーザーが想定したキーワードと項目名が

一致しない場合でも、BOL は必要な情報にたどり着くためのヒントを用意しています。 
 

◎検索結果ページで記事概要を確認 
検索結果ページのリストには、「Edward （king of 

England [1006-1066]）や「Oxford （England, United 
Kingdom）」というように、項目名とその補足的な情報がい

っしょに表示されます。また、項目名をポイントするだけで、

ページ右側に記事の一部が表示されます。これらの情報は、

同名の項目が多く存在するときや、項目名だけでは内容を

判断しきれないときでも、わざわざ記事ページを表示しなく

てもある程度情報を見定めることができるので便利です。 
 

◆無料トライアル受付中 
ブリタニカ･ジャパンでは、ブリタニカ・オンライン・ジャパンの全機能を 1 ヵ月間無料でご利用になれる無料トライア

ルを受け付けております。実際にお試しになって、その魅力を実感してください。 
 
ブリタニカ・オンライン・ジャパンに関するお申し込み、お問合わせは、株式会社 紀伊國屋書店 電子商品営業部

（電話：03-6910-0518、ファクス：03-6420-1356、e-mail：online@kinokuniya.co.jp）までお願い致します。 
＊お預かりした個人情報は、弊社規定の「個人情報取扱方針」http://www.kinokuniya.co.jp/06f/gaiyo6.htm に則り、取り扱わせて頂きます。 

▼オートコンプリート機能

▼検索結果ページ （“Edward”で検索した例） 
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